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《研究ノート》
リメディアルクラスにおけるプレアクティブラーニングの実践事例
間中 和歌江
1. はじめに
高等教育においてもアクティブラーニング 1）（以下 AL）を取り入れた授業の必要性が高
いことは、本学の 2019年度後期大学方針説明会における溝上真一氏の講演2）でも示された
通り、論を待たない。大学教員にもそれぞれの専門科目の中で、学生が主体的に学べる授業
のありかたを考え、講義形式だけではなく、問題解決学習、調査学習などを授業に組み込
み、学生が「考える」場を作る力が要求されている。
しかし、一方ではすべての学生が ALで効果的な学びができるとは限らないという主張も
ある。現在、多様化する入学選抜により、受験学習をまったく経験しないまま大学生となる
者が少なくない3）ことは既に知られているところであるが、そのような学生に対しては、
ALに必要な知識が欠如しているため、効果が期待できないという。高松（2018）4）によれ
ば、ALの受講者には基礎知識が必須であり、十分な基礎知識を持ち合わせていない場合、
大きな効果は認められないとしている。これは、グループ学習でのフリーライダー問題 5）
の原因の一つとも考えられ、発信できる情報を持っておらず、それをどう探せばよいかがわ
からない者、また見つけた資料を理解することに不安を抱えた者が AL型授業に参加しにく
いという状況に現れている。
このように賛否の分かれる AL型授業であるが、既に政府の施策に位置付けられており、
その効果的な導入方法を考え出すことが必須な状況であるのは間違いない。ここでは、先に
述べた基礎知識が不足している学生を対象とした英語の必修クラスにおいて行った ALの前
段階として「プレアクティブラーニング」（ここでは ALの実施を目指し、その準備練習と
なる授業内での活動を意味することで使用する）の実践を紹介しながら、多様な学習者に対
して有効に働く ALの進め方を考えていく。
2. 実践の背景
本学の 2019年度入学生を対象とした入学前英語学習（推薦入学を決めた 747名）におい
て行った記述式アンケート6）によると、英語学習で必要とされる品詞の認識、特に形容詞と
副詞の働きを正確に把握している学生はわずか９％であった。また、入学後の英語の授業に
対する希望として、「文法をわかっているという前提で授業を進めないでほしい」という学
生も全体の 60%であった。これは英文読解や英作文などの授業を行う際には、授業者は基
礎知識の確認から始める必要があること示しており、特に習熟度別クラス編成によってリメ
ディアル的指導が必要とされるクラスに所属する学生には、基本事項の丁寧な指導が必要で
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あることがわかる。
先に述べた ALによる指導が難しいと考える理由の一つに、学習者の基礎知識の欠如が挙
げられていたが、これを考えると、リメディアルクラス（特に Reading & Writingクラス）
における ALの実施は難しいように思える。森（2017）7）には、ALによる授業では、内化
（知識のインプット）が不足している場合、外化したい内容が十分でなく、思考と活動のか
い離が起こってしまうとも指摘されており、学生の知識の養成が必要であることがわかる。
リメディアルを必要とする学生を対象に、AL型の英語（Reading & Writing）の授業を行
うには、基礎知識を持たせる取り組みをどのように行うかが課題だ。
そこで、基礎知識を習得しながら ALへの架け橋となるような授業を考えた。先の森
（2017）では、反転授業を用いた取り組みにより、参加学生の背景知識を均一にさせる試み
が紹介されている8）。リメディアルの英語授業では基本的に予習を課すことは難しいため、
授業において揃って基礎知識を「教える」という手順を踏むことが望ましいと考え、市川
（2008）9）に示されている「教えて考えさせる授業」の方法に則り、まず授業内で、参加学
生全員を対象に「教える」授業を行い、その後で「考えさせる」授業へと展開した。
3. 実践の内容
筆者は担当する Basis英語１Ａ（Reading & Writing）の 3つのクラスにおいて、英文法
の基礎知識を習得させることを目的とした、「プレアクティブラーニング型」の授業を行っ
た。以下に授業内実践と、定期試験での実践に分けて説明する。
3.1. 授業内での実践
英文法の基礎知識の中でも、品詞の存在と意味、文型の理解の二つに重点を置き、これら
を一時的な理解ではなく、忘れずにいつでも使用できるようになることを目的としてまず
「教える」作業を行った。
ここでの取り組みを「プレアクティブラーニング」と位置付けている理由は、学生は教え
られた内容を他者へ伝達することを課しており、クラスの全員が、説明をするという当事者
になり、また質問をする当事者となっている（つまり、自分の出番が明確にある）設定にあ
る。これにより問題発見と解決の協同学習という ALの前段階となるプレアクティブラーニ
ングとして位置付けられると考えた。
リメディアルが必要な学生に対しては、わかりやすい言葉で、短く説明すること、またで
きるだけ身体を使って集中力を高め、リズムのある解説にしたり、図を用いた説明をするこ
となどの工夫が必要である。そこで、これまで筆者が授業内で行ってきた文法解説方法をさ
らに短く、学生に覚えやすい形にしたものを示して授業を行った。具体的には、「単語の袋
の歌と図」「SVOC箱の歌と図」という日本語によるリズム解説と図描き歌である10）。 こ
れらは学生が覚えやすく、また図描き歌（絵描き歌のようなもの）のために再生させやす
い。したがって、自分の理解が習得となって自分でも学びを確認できるという利点がある。
ここまでが「教える」ことを主とした授業方法である。次に学生がリズム説明と図描き歌
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の再生ができるよう練習をおこなったあとは、隣の学生と交互に解説をしあい、基本の説明
の型をもとにし、自分でも表現方法を考えながら、教える側と教わる側にたって再生練習を
する。ここで学生はわかりやすく相手に伝えるための自分なりの方法を「考える」ことにな
る。相手に説明する順番や、話すスピード、また相手の理解度を見定めながら話を進めるこ
となど、表現方法を考え工夫をする。AL型授業の前段階として、今学習したことを用いて
それを他者とやり取りし自分の理解を確かめる作業である。
この手法は実際に大学生が中学生を指導する活動として 2007年から前任校の選択授業
（学外学習を含む）で 8年間実施したもの11）をもとに、必修授業内で学生同士の AL型授業
へ向けて発展させたものである。
3.2. 定期試験での実践
基礎の定着（常に思い出せて、常に使える知識になること）を狙いとした授業であるた
め、英語の試験でも日本語による解説を求め、習得の確認をおこなった。出題形式は、ケー
スメソッド教育の考え方を参考に実践した。ケースメソッド教育とは「参加者が判断や対応
を求められるケースを教材に、討論しながら当事者の立場に立って判断できるようになるこ
とを目的とする、参加型、問題発見・解決型学習方法」（岡田 2011）12）である。この教育方
法の「当事者の立場に立たせる」という考えに焦点をあて、学生が出題者（当事者）であっ
た場合、自分の生徒が間違った答えをしたときに、まず正解を示せるか、そしてなぜそれが
正解であるのかを説明できるか、を確認する試験とした。以下に実際に出題した問題を 2
つ挙げる。
問１ 「次の英文に SVOC（おまけ）の印をつけて和訳しましょう。」という問題で、
あなたの生徒が以下のように解答しました。間違いを指摘して、正解についてできる
だけわかりやすく説明してください。文法用語を使用する場合、それが何を意味する
ものなのかも分かりやすく説明を加えること。
問題： I have a big house.
生徒の答え： Iが Sで、 haveが Vで、 a big houseが Cです。
学生の解答例 1
a big house は Oである。なぜなら、Cは「＝」の箱なので、私＝大きな家 となっ
てしまう。 Oの箱は「を、に」の箱なので、私は大きな家を持っている という文に
なるからOが正解である。
学生の回答例 2
I が Sで、 haveが Vで、a big house はOだよ！ Cの部屋に入れるのが名詞と形容
詞だから Cだと思ったかな？ とっても惜しい！ Cはね別名イコールの部屋ともいわ
れるよ。そうすると、私＝大きな家 ってなんだかおもしろいね。Oに入れてみようか？
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Oは名詞が入るから条件はクリアできているね？ 別名「を、に の部屋」だから、私
は大きな家を持っている、あっ、あうね！ 正解はこういうことだね。
これは学生が目的語と補語の区別や動詞の働きの違いを理解しているかどうかを見るため
の問題であるが、リメディアルクラスの学生に限らず、Oと Cの区別がついていない学生
は大変多く、上位クラスにいる学生でも根本的にこのような品詞の感覚がなく、単なる「慣
れ」だけで学習を進めてきている者は多い。そのために自学の質が上がらず、英語の資格試
験などでもスコアが伸びない原因となっているとも考えられる。この問題では日本語による
説明がしっかりとできることで、基礎を本当に理解し、使えるところまでに成長したかどう
かが、教師だけでなく学生本人にもよくわかるという利点がある。
問題 2： 「彼はやさしいですか？」という意味の英文をつくりましょう。
生徒の答え：Does he kind?
学生の解答例 1
答えは Is he kind?です。kindは動詞ではなく形容詞だからであり、Do, Does, Didの
ような助動詞は使えず、is, am,  are のような be動詞を使うのであります。
学生の解答例 2
Is he kind? 「kind」は形容詞です。「Does」を疑問文で使うのは、本文中に動詞がある
時です。ちなみにDoesは助動詞といって動詞のお友達です。Does he kind? という文
では動詞がゼロになってしまいます。なので、動詞の「Is」を使うことで 文を成立させ
なければならないので、「Is」をつかいます。文の中で一番大切なのは動詞ですからね！
急いで補足するが、リメディアルのクラスでも学生の多くはもとから「彼はやさしい？」
を Is he kind?という英文にするということはできている。簡単な英作文は高校までの訓練
により音を頼りに再現できる力はある。ここで問うているのは、Does の正体を理解して、
使わない理由を他者に教えられるまでの定着した知識にできているか、ということである。
定期テストという場で、資料無しに自分の言葉で解説文が書けることは、使える基礎知識
が真に定着したことを示しているといえるだろう。
現在のところ、定期テストでの「プレアクティブラーニング」は、学生対教師の間だけの
やり取りで終わっているので、今後は、学生各自が作った指導台本を見せ合い、さらにわか
りやすい解説を作る活動に発展させたい。
4. 授業の様子と学生の反応
3.1.で示した授業内での「プレアクティブラーニング」では、教師の説明を次は自分が何
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も見ずに行わなければならないという設定のために、聞き流すような態度の学生はほとんど
見られなかった。教師に注意されるよりも、隣にいる同じ学生に迷惑をかけたり、呆れられ
たりする方が、学生にとっては避けたいことだということがわかる。前向きな見方をすれ
ば、自分の出番が確実に来るという緊張感が、「今、ここで習得しよう、しなければ」とい
う積極的な態勢を生み出している。しかも、この活動をしている間、学生たちのほとんどが
笑顔であり、たのしそうに説明し合っている。グループ学習の準備的活動としての役割を果
たしているといえるだろう。
前期終了時に、学生へ上記定期テストに関するアンケートを自由記述で行った。以下にそ
のいくつかを示す。
・一見簡単に見えるが、一つ一つがちゃんと内容を理解していなければいけない問題
だった。何か書くことが出来ても 100％の自信を持てず、不安になる。普通にむずか
しかった。
・こういった応用するテストは初めてやりました。今までのテストは暗記したものをた
だ書くというものでしたが、このテストだと暗記しただけでなく理解も必要となって
くるので、いいなーと思いました。うまく簡潔に説明することが出来なかったので悔
しいです。まだ理解が足りないと思ったので復習して理解を深めたいと思いました。
・今までに習ってきたところを総合的に出せるテストとなっており、自分の理解度が分
かる。暗記だけのテストではないのでよかった。
・人に説明するのがこんなにも難しいものとは思わなかった。これからはもっと話を聞
いて理解していきたい。自分が生徒ならこんな先生は嫌だ。
・今までやったことがないようなテストでした。よく先生が言っている、怒らずに中学
生に教えるシリーズをもっとよく聞いていればよかったと思いました。やたら隣の人
と話させるのも意味があったんだなぁと思いました。
5. 取り組みの振り返りと今後の課題
最初に述べたように、英語を自分で学習する場合に外せない知識である品詞について、入
学時点で明確に理解している学生は少ない。しかし、だからといって講義型の授業で伝達し
ても学生の興味を刺激するものにはなりにくく効果が期待できない。Basis英語のリメディ
アルクラスでは、AL型の授業に取り組む前に、学習者同士のかかわりを盛り込んだうえで
の「教える」授業を展開し、それを土台に AL型授業を目指す「プレアクティブラーニン
グ」を行い、学生自身がひとりでも学び進められるための基礎知識をしっかりと定着させる
ことに取り組みたい。「ALは学習者の十分な基礎知識を前提としており、それが無ければ
成立しえない」（高松 2018）という意見に賛同し、リメディアルクラスにおいても AL型授
業が成立するためにその土台作りを工夫していきたい。
先出の令和元年度後期大学方針説明会において、Creative人材育成検討小委員会の渡部
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博志委員長から「未来の世界を創る Creativeな実践者輩出にむけて」という題目で発表が
あり、本学の学生の受け身の傾向と、彼らに当事者となって追及する姿勢をもたせることの
必要性が指摘された。教養教育の英語科目においても、AL型授業展開により当事者意識を
強く持ちながら学び進める学生を育てるために、「プレアクティブラーニング」のような細
かいステップを準備しながら指導方法を確立していきたい。
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